
歴
史
文
化
財
課　

埋
蔵
文
化
財
係

☎
８
６-

８
０
２
６　

 

８
６-

８
２
１
６

問
い
合
わ
せ

　

下
川
原
遺
跡
は
水
口
町

泉
に
所
在
し
ま
す
。第
二

次
調
査（
平
成
17
年
度
）で

7
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
を

盛
期
と
す
る
50
棟
の
竪
穴

住
居
と
11
棟
の
掘
立
柱
建

物
が
確
認
さ
れ
、第
五
次

調
査（
平
成
18
年
度
）で
は

遺
跡
の
東
半
分
に
、広
範

囲
に
わ
た
っ
て
竪
穴
住
居

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、同
じ
地
域
で
実
施
し
た
第
十
次
調
査

（
平
成
20
年
度
）で
も
8
世
紀
の
竪
穴
住
居

と
掘
立
柱
建
物
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
成
果
か
ら
下
川
原
遺

跡
は
東
西
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、南
北
約

3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
り
、6

世
紀
末
か
ら
8
世
紀
後
半
に
か
け
て
長
期

間
存
続
し
た
大
規
模
な
集
落
で
あ
っ
た
と

想
定
で
き
ま
す
。下
川
原
遺
跡
が
発
見
さ

れ
る
以
前
は
、水
口
地
域
の
古
代
の
集
落

は
、植
遺
跡（
古
墳
時
代
）し
か
見
つ
か
っ

て
お
ら
ず
、そ
れ
に
続
く
時
代
の
集
落
の

存
在
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

調
査
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
の
年
代
は
遺

跡
の
西
半
分
で
は
7
世
紀
前
半
か
ら
中
頃

が
中
心
、東
半
分
で
は
8
世
紀
前
半
か
ら

中
頃
が
中
心
で
あ
り
、時
代
が
経
つ
に
つ

れ
、集
落
の
中
心
が
西
か
ら
東
へ
移
動
し

て
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。周
辺
に
は
北

泉
遺
跡
や
北
脇
遺
跡
が
あ
り
、各
遺
跡
の

年
代
か
ら
変
遷
の
順
序
は
植
遺
跡
↓
下
川

原
遺
跡
↓
北
泉
遺
跡
↓
北
脇
遺
跡
と
推
定

さ
れ
、人
々
の
生
活
の
中
心
が
野
洲
川
南

岸
か
ら
北
岸
へ
、そ
の
後
、野
洲
川
北
岸
を

西
か
ら
東
へ
と
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

第
二
次
調
査
で
出
土
し
た
土
器
の
中
に

は
関
東
地
方
で
作
ら
れ
た
土
器
も
あ
り
、

県
内
の
同
時
代
の
遺
跡
で
は
ま
れ
な
特
徴

で
す
。ま
た
、7
世
紀
後
半
の
桶
巻
作
り
平

瓦
も
出
土
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、現
在
、

市
内
で
出
土
し
た
唯
一
の
白
鳳
期
の
瓦

で
、県
内
で
唯
一
白
鳳
寺
院
が
発
見
さ
れ

て
い
な
い
甲
賀
地
域
で
も
そ
の
存
在
を
想

起
さ
せ
ま
す
。

　

近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、謎
の

ベ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
古
代
の
水
口
地

域
が
徐
々
に
見
え
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

集
落
の
詳
細
な
変
遷
過
程
や
古
代
以
降
の

下
川
原
遺
跡
の
姿
な
ど
、不
明
な
点
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
ら
が
明
ら
か
に

な
り
、歴
史
を

解
明
す
る
た

め
に
も
今
後

の
下
川
原
遺

跡
な
ら
び
に

周
辺
の
調
査

成
果
に
期
待

せ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。

古代の集落

下
し も

川
が わ ら

原遺跡
甲
賀
市
の
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　加齢により、お口の機能が低下
してくると、噛む力が弱まったり、物が飲み

込みにくくなってきたりします。また、唾液が出にく
くなることで口が渇きやすくなり、口の中が不衛生に
なりやすいことも分かってきました。
　食事がおいしくないことから「食べる楽しみ」が損
なわれ、会食などへの参加も消極的になり外出の機会
が少なくなるなど、閉じこもりのきっかけになる場合
もあります。
　このようなことになるまでに毎日の生活の中でで
きる介護予防に取り組んでみましょう。
　お口の健康のためには、まずお口の清潔を保つ事が
重要です。

食後の歯磨き（入れ歯のお掃除）に取り組んでみては
いかがでしょうか。

　生きがいや目標を持って生活が続けられるよう介
護予防に取り組みましょう。
　気になる事がある方や介護予防
に取り組みたいけれど方法が分か
らないという方は、気軽に地域包
括支援センターへご相談くださ
い。

水口地域包括支援センター ☎ 65-1170　  63-4591
土山・甲賀地域包括支援センター ☎ 88-8136　  88-6557
甲南・信楽地域包括支援センター ☎ 86-8034　  86-5974

問い合わせ

介 護
予 防
はじめま

しょう
を

36

あなたのお口は健康ですか？

▲上空から見た下川原遺跡遺講
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